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ＲＩ廃棄物の保管量
 （平成2０年度末）
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総数：21,300本（200Ｌ換算）総数：

 
110,200本（200Ｌ換算）

医療ＲＩ廃棄物
研究ＲＩ廃棄物



ＲＩ廃棄物に含まれる核種ごとの放射能
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I‐125 
26 GBq

I‐131 
3 GBq

Ga‐67 
3 GBq

Tc‐99m
2 GBq

Tl‐201 
2 GBq

I‐123 
1 GBq

その他

3 GBq

医療関連法

２７核種

３９ GBq

Pm‐147 
1,190 GBq 

H‐3 
1,000 GBq 

C‐14 
600 GBq 

S‐35 
200 GBq 

P‐32 
130 GBq 

その他

240 GBq 

障害防止法

１７０核種

３,３６０ GBq



RI廃棄物の処理から処分の流れ（将来計画）
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素掘りトレンチ処分

可燃性
固体廃棄物

不燃性
固体廃棄物

減容・安定化処理（仮焼処理）

液体
コンクリート
金属等

コンクリートピット処分

溶融固化
コンクリート

固化
フレキシブル

コンテナ等に封入



仮焼処理施設の設置理由

1. 不燃物中に含まれる梱包材等の可燃性物質を焼却減容

3. 焼却残渣を均質化し、サンプリングの代表性・均一性を確保

4. 廃棄体化の前段階でとどめ、将来の処分形態へ柔軟に対応

2. 感染性物質が含まれる可能性のある廃棄物を無害化
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仮焼炉（ロータリーキルン）の特徴

炉内構造が単純で、保守管理が容易

乾燥から焼却までの炉内滞留時間を制御し、

幅広い性状の廃棄物に適応

ガラス等不燃物を含む廃棄物の排出性が良好
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多様なＲＩ廃棄物の処理に最適



ロータリーキルン炉の概念図

廃棄物

排ガス

焼却残渣

バーナ

回転ドラム

投入装置

駆動装置

乾燥 焼却
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ロータリーキルン炉の事例

7



仮焼炉による模擬廃棄物の減容・安定化試験

模擬廃棄物２
 （ガラスバイアル、アルミキャップ）

模擬廃棄物１
(紙、プラスチック）
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仮焼炉による模擬廃棄物の減容・安定化試験

仮焼テスト炉 仮焼後の残渣模擬廃棄物の投入
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M

固体

 
廃棄物

廃棄物受入・

 
取出装置

（ドラム抜出・

 
再梱包）

無機液体
廃棄物分別・

 
前処理設備

（タンクに移送）

ﾎﾙﾏﾘﾝ漬

 
動物

廃棄物分別・

 
前処理設備
（液抜出し・

 
タンクに移送）

工業用水

廃液タンク

廃液ポンプ

圧縮空気コンプレッサ

燃焼空気ファン

焼却炉
二次燃焼器 冷却器 HEPAﾌｨﾙﾀ

噴霧水タンク

噴霧水ポンプ

排ｶﾞｽﾌﾞﾛﾜ

排ｶﾞｽ補助ﾌﾞﾛﾜ

建屋空調排気

制御弁、計器ﾊﾟｰｼﾞ

ｾ ﾗ ﾐ ｯ ｸ

 
ﾌｨﾙﾀ

ﾁｬｺｰﾙ

排

 
気

 
筒

焼却灰充填装置

M

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ

 
灰充填装置

灯油タンク

灯油ポンプ

廃棄物分別・前処理設備

 
（微粉処理・移送）

仮焼処理施設の系統図例
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まとめ

減容・安定化処理（仮焼処理）により、RI廃棄物を減

容・安定化させ、処分施設の操業開始まで間、貯蔵
施設の安全な操業と貯蔵容量の確保

仮焼処理で得られた知見に基づき、ＲＩ廃棄物から
作製する廃棄体の処分に係る技術基準を踏まえ、
廃棄体作製施設を整備
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今後の課題

放射線障害防止法、医療関連法令及び獣医療法に
よって、それぞれ規制される放射性廃棄物について
の合理的な処理・処分方策の策定

ＲＩ廃棄物の特徴（性状、含有核種、放射能濃度等）
を踏まえた廃棄体等の処分に係る技術基準の整備
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